
情報セキュリティ墓芥方針書

1.基 本 方 針

当社|よ 惟前淑里酔鋸辟だ動計鶴器・ヨ覇射鶴器の嚇 、ソフトウェア卵 よ蛎 ソヽフトウェア醜 頴 、脚

通信サービス・情報提供サービス。その他情報サービスの提供、理 ステムの設計・イ衆手またはプElグラムの設
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業氣房増務に帥 る鶉 ヨ翁塞行する△
封 土として、船 よつη届1先病諭ヽらお預かりした時 麟

ならびに当祖ゴ洋華麟 を守ることん渡務と考え、こ的 に則り'盾報セキュリティ管理を実施します。

2.蜘
当社はCISOを長とするl盾報管理体制召整備し、この時報管理活動の推進と運営のための組冊として、情報管理

委員会を設置します。この委員会では、リスクアセスメントにより、当社における情朝セキュIJテイ上のリスクを把握

し、蜘 及蠅 の普及と継続的改善を推進します。

3.セキユIジティ教育の受講

当社は適切       を目的として、当ネ上の時欄甍整にア免 スできる全ての者縮厚当腱為歌契紳租勲

協力会社社員なDに情朝セキュIJテイに関する教育を実施します。

4.情醍簸望潮護

当社1衣 国際基準であるIS027001:2022を基に、ISMS(Infomation Secuttty Management system、

情報セキュリティマネジメン膨 ステム)を整備し、1庸報管理に関する以下のような基準。規定を定め、鰤 こ関

わる全ての関係者|ヨ慣守を求めることで、       な取り扱いに努める。また、情報資産を第二者と共有する

場合|よい により可否判断を行い、共有中においては適切に管理監督締 。

(1)情報セキュ1ジテイの管理と組織化 鮮華陛 キュIジティ岬 子)

(2)資産管理 (保護対象の日用留ヒ)

(3)人的I)ソース (1剣産を使用する人的リツース卿

(4)物哩的および環境 (鋤 題

(5)通信および運用管理 (盾報システム婢 D
(6)アクセス常脚 餞腸騨V劇葺眼へのアクセス管理)

(7)システムの呻侑k騒 、イ呆寺C硫硯およ的 時報処理システムの攀 陛)

(8)情朝セキュリティイ》
  剛 鮮肇陀 キユIJテイ,自開の伝達、宅筆駄解決)

(9)新 ネジメントに基雰傑義業の組鍋調W珀辟手)

(10)コ ンプカ ンス鮮華陛 キュリテインステムの方針と有効蜘

5.セキュ:ジティ監視および監査

当社|よ継続的な情報セキュlJテイの維持と向上のため、       およ時 輛 客実施し、指摘扇項は

速やかな改善に努める。

6.海伴待。大肺 lJ。夢野旬幸蕗睾争α渓箸干

当社は博般割隠朗蒙各規定の策定及び贈 禾」用にあたり、当社の事業活動に適用される鰤圃去缶・規則・

契約事項を把握して遵貯します。
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